福井県青少年愛護審議会（全体会）議事録

１　開催日時

　　平成２５年１０月２１日（月）午後３時３０分～午後５時００分
２　開催場所

　　県庁　地下１階　正庁
３　出席者

(1)　委員　１２人
　　　浅妻紀子委員、伊井彌州雄委員、上田秀徽委員、戎利光委員、大西義幸委員、小木一良委員、佐々木雅代委員、清水祥三委員、清水信子委員、新道忠雄委員、髙野幸嗣委員、山下善久委員
（欠席　朝倉富成委員、大塚潤三委員、柿本恵理子委員、木村愛子委員、

田中眞佐子委員、春木麻紀子委員、藤尾孝男委員、山崎勝憲委員）
(2)　幹事　４人

三田村彰幹事（代理）、上野弘幹事（代理）、寺尾義裕幹事、鈴木公一幹事
(3)　事務局　４人

森川企画幹（県民安全）ほか課員３人

４　審議内容

(1)　審議会（部会）報告

　　 ６月・８月審議会（部会）の報告

　　　 事務局から、６月開催の審議会における優良興行１作品、優良図書１０冊に係る諮問・推奨と８月開催の審議会における優良図書１０冊に係る諮問・推奨についての報告がなされ、了承された。続いて、５月における有害興行７作品、有害図書等１０冊に係る諮問・指定、６月における有害興行１１作品、有害図書１０作品に係る諮問・指定と８月における有害興行１１作品、有害図書１２作品に係る諮問・指定についての報告がなされ、了承された。
(2)　有害図書等の緊急指定に係る報告（福井県青少年愛護条例第４８条第２項）
　　ア　有害興行の指定に係る報告
　　　　事務局から、９月に有害興行として緊急指定した映画８作品について、指定経緯および指定理由についての報告がなされ、了承された。
　　イ　有害図書等の指定に係る報告
　　　　事務局から、９月に有害図書等として緊急指定した９冊について、指定経緯および指定理由についての報告がなされ、了承された。
(3)　ビデオ等の包括指定に係る報告

　　　事務局から、９月に有害図書等として包括指定したビデオ等８２５作品について、指定経緯および指定理由について報告がなされ、了承された。

(4)　図書等の推奨、指定にかかる諮問（福井県青少年愛護条例第４８条第１項第２号、第３号、第４号）
   ア　優良図書の推奨に係る諮問

　　　　知事から優良図書等の推奨に関し諮問を受けた図書１０冊について、各委員に回覧するとともに事前審査を行った委員による事前審査の補足説明を行ったところ、９冊を推奨、１冊（ペーパータウン）を非推奨とすることにした。
　　イ　有害興行の指定に係る諮問

　　　　知事から有害興行の指定に関して諮問を受けた映画８作品について、事務局から指定理由等を説明し、審議したところ、いずれも有害興行として指定することが適当との意見を得た。

　　ウ　有害図書等の指定に係る諮問

　　　　知事から有害図書等の指定に関して諮問を受けた図書１１冊について、事務局から指定理由等を説明し、図書を各委員に回覧したところ、いずれも有害図書等として指定することが適当との意見を得た。

５　その他
(1)　福井県青少年愛護審議会の検討事項について

　　 漫画を優良図書として指定することについて、事務局からこれまでの経過報告がなされ、各委員から以下の発言がなされた。
· 学校では、朝の読書時間を設けじっくりと活字と向き合う取り組みを行ってい

るなかで、福井県愛護審議会が優良図書として漫画を推奨した場合、生徒、保護者等には様々な考え方や反応があり、収拾がつかなくなる恐れがある。
· 学校の図書室には「はだしのゲン」をはじめ、歴史本等の漫画もかなり置いて

あるが、図書室の漫画は学校の事情を考慮して、各学校の判断で置いており、福

井県愛護審議会があえて漫画を推奨する必要はない。
· 学校の中には荒れているところもあり、また子供たちの能力は十人十色で、判

断力がまだ弱い子もいる。学校には規律が必要で安易に漫画を認めることはできない。
・ 子供によい影響を与えるすばらしい作品は、漫画であるか否かを問わず、推奨できるようにしておくことが必要ではないか。
· 今後は、漫画であることをもって門前払いするのではなく、推薦があれば審議
をするようにしてもよいのではないか。

· 優良図書の漫画を学校が使うかは、各学校で判断すればよい。

・ 福井県愛護審議会は発信力があり影響が大きいため、全国の先頭を切って漫画を推奨したとなれば、「漫画を推奨した」という言葉だけが一人歩きする恐れがあり、慎重に取り扱うことが必要。
・ 漫画を審議する場合には、委員全員が読み、委員全員の納得を得て決定されることが望ましい。
